
『
暮
ら
す
〜
地
域
資
源

を
活
か
し
た
住
み
た
く

な
る
里
づ
く
り
〜
』

『
働
く
〜
い
つ
ま
で
も

働
け
る
元
気
な
産
業
が

息
づ
く
里
づ
く
り
〜
』

◆
行
財
政
改
革

第
２
次
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推

進
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

ま
た
、「
民
間
で
で
き
る
こ

と
は
民
間
で
」
と
い
う
考
え
方

に
立
ち
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
落
と
さ
な
い
こ
と
を
基
本

に
各
種
施
設
の
民
間
移
譲
を
進

め
ま
す
。

◆
組
織
機
構
改
革

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
再
生
等

の
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
対

応
や
、
市
長
特
別
枠
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
化
、
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
、
各
種
中
・
長
期
計

画
の
進
行
管
理
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
、
組
織
機
構
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
の
効
果

を
発
揮
で
き
る
組
織
体
制
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

◆
市
立
病
院
等
の
改
革

平
成
２３
年
４
月
を
目
標
に
、

市
立
病
院
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
大
崎
や
す
ら
ぎ
荘
及
び

養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風
園
の
３

施
設
を
一
体
的
に
民
間
に
移
譲

す
る
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し

た
。今

後
は
、
本
方
針
に
基
づ
き
、

市
民
及
び
議
会
等
関
係
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

◇
環
境
保
護
と
循
環
型
社
会
の

形
成

平
成
２１
年
度
は
、
市
全
域
が

県
内
で
初
め
て
「
長
崎
県
希
少

野
生
動
植
物
種
保
存
地
域
」
に

指
定
さ
れ
、
本
市
の
自
然
環
境

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
認
識

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
将
来
の
市
民
ぐ
る
み

の
保
護
活
動
へ
の
進
展
や
、�
自

然
豊
か
な
西
海
市
�
の
対
外
的

な
イ
メ
ー
ジ
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
・
し
尿
等
の
適

正
処
理
に
資
す
る
新
し
い
ご
み

処
理
施
設
及
び
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
整
備
推
進
や
、
ご

み
の
排
出
抑
制
及
び
リ
サ
イ
ク

ル
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
啓

発
に
努
め
ま
す
。

◇
土
木
事
業

継
続
事
業
の
市
道
山
手
１
号

線
改
良
事
業
並
び
に
市
道
河
内

岳
２
号
線
改
良
事
業
、
新
規
事

業
の
市
道
灯
台
南
風
泊
線
整
備

事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
水
道
事
業

西
彼
北
部
地
区
簡
易
水
道
改

良
事
業
が
平
成
２２
年
度
を
も
っ

て
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
そ

の
他
、
大
瀬
戸
中
部
地
区
簡
易

水
道
の
配
水
管
布
設
替
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

◇
下
水
道
事
業

生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用

水
域
の
浄
化
を
図
る
た
め
、
管

渠
施
設
を
中
心
に
計
画
的
に
整

備
を
進
め
ま
す
。

供
用
開
始
地
区
に
つ
い
て
は
、

加
入
促
進
を
図
り
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◇
公
共
交
通
体
系
の
整
備

平
成
２１
年
度
策
定
の
「
西
海

市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
」
に
基
づ
き
、
乗
り
継
ぎ
の

円
滑
化
や
交
通
空
白
地
区
対
策

な
ど
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

体
系
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

◇
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
つ

い
て

西
海
町
横
瀬
郷
に
建
設
中
の

エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
型
揚
陸
艇
駐

機
場
施
設
の
運
用
開
始
に
備
え
、

周
辺
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
皆
様
方
の
安
心
、
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
基
地
対

策
班
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
の
著
し
い
防

災
行
政
無
線
施
設
に
つ
い
て
、

平
成
２２
年
度
は
崎
戸
地
区
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
雇
用
機
会
の
創
出

国
の
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業

交
付
金
事
業
」
等
を
活
用
し
、

求
職
者
の
皆
様
に
出
来
る
だ
け

多
く
の
雇
用
機
会
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
長

崎
県
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
企
業
の
進
出
意
向
に
関

す
る
情
報
収
集
に
努
め
、
工
業

団
地
の
造
成
に
向
け
た
調
査
な

ど
、
誘
致
の
実
現
に
向
け
た
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
農
林
水
産
業

地
域
の
農
業
の
担
い
手
を

「
認
定
農
業
者
」
や
「
集
落
営

農
組
織
」
と
位
置
付
け
、
や
る

気
の
あ
る
農
家
に
対
し
て
、
国

県
の
事
業
を
有
効
に
活
用
し
支

援
を
行
う
ほ
か
、
重
点
施
策
と

し
て
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
解
消

を
図
る
た
め
、
体
制
の
強
化
を

行
い
、
捕
獲
対
策
や
被
害
防
止

対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
長
崎
南

部
森
林
組
合
が
取
り
組
む
、
市

内
産
ヒ
ノ
キ
の
製
材
加
工
に
よ

る
高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド

化
に
資
す
る
事
業
を
支
援
し
ま

す
。水

産
業
に
つ
い
て
は
、「
西

海
市
水
産
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
、
定
住
促
進
と
新
規
漁
業
就

業
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
漁
村
地
域
に
お
け
る
水
産

加
工
品
の
量
的
、
質
的
向
上
を

図
る
た
め
の
「
水
産
加
工
振
興

事
業
」
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
新
産
業
の
創
造

商
工
業
者
と
農
林
水
産
業
者

の
異
業
種
交
流
に
よ
る
新
産
業

の
創
造
を
促
進
す
る
た
め
、「
新

事
業
起
業
者
コ
ラ
ボ
支
援
事

業
」
を
創
設
し
、
起
業
計
画
の

策
定
な
ど
専
門
家
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

施政方針と主な事業

平成２２年度は、「さいかい力の結集による活力あ
るまちづくり」の実現に向けた大きな飛躍の年とな
るよう、これまで培われてきた地域に根付く産業や、
人材、豊かな自然環境、歴史や文化など、対外的に
アピールできる西海市の魅力をしっかり見極めなが
ら、個性あるまちづくりに取り組みます。▲西海市長 田中�一
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『
学
ぶ
〜
生
き
が
い
と

未
来
を
創
造
す
る
教
育

の
里
づ
く
り
〜
』

『
安
心
す
る
〜
安
心
し

て
生
み
育
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
里
づ
く
り
〜
』

『
市
民
協
働
の
推
進
』

◇
交
流
人
口
の
拡
大

平
成
２２
年
度
を
「
西
海
市
観

光
元
年
」
と
位
置
付
け
、「
西

海
名
人
倶
楽
部
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
」
を
創
設
す
る
な
ど
、

西
海
市
の
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た

着
地
型
旅
行
商
品
や
、
農
林
水

産
特
産
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
販
売
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
を
加
速
し
、
西
海
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
と
、
更
な
る
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◇
教
育
環
境

小
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い

て
は
、
西
海
地
区
及
び
大
島
・

崎
戸
地
区
の
中
学
校
に
つ
い
て

「
中
学
校
適
正
配
置
実
施
計
画

（
素
案
）」
を
作
成
し
、
保
護

者
並
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
へ

の
説
明
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

耐
震
改
修
事
業
を
年
次
計
画
に

基
づ
き
推
進
す
る
ほ
か
、
施
設

改
修
な
ど
安
心
安
全
で
快
適
な

学
校
教
育
環
境
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

◇
学
校
教
育

「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
を

目
指
し
、
分
か
る
授
業
の
実
現

と
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
市
独
自
の
教
育
補

助
員
を
２
名
増
員
し
て
、
１６
名

と
し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
指
導
を
進
め
ま
す
。

「
豊
か
な
人
間
性
」
を
育
む

た
め
、「
美
し
い
日
本
語
推
進

事
業
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も

達
の
日
本
語
に
対
す
る
感
性
を

磨
き
、
言
語
生
活
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
高
学

年
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
「
西
海
学
」
を
実
施

し
、
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。

「
た
く
ま
し
い
体
」
を
育
む

た
め
、
健
康
な
学
校
生
活
の
実

現
に
向
け
て
、「
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
に
継
続

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
社
会
教
育

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

生
涯
学
習
活
動
の
支
援
や
、
学

習
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
地
域
リ
ー
ダ
ー
等
の
育
成
等

に
よ
り
、
公
民
館
活
動
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
図
書
館
・
図

書
室
を
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ん
だ
「
図
書
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
地
域
の
学
習
拠
点

で
あ
る
図
書
館
が
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
充

実
を
図
り
ま
す
。

文
化
振
興
面
で
は
、
文
化
財

や
歴
史
遺
産
の
保
存
と
活
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化

の
保
存
・
継
承
及
び
、
文
化
団

体
の
育
成
と
芸
術
文
化
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

「
健
康
の
里
推
進
事
業
」
に

よ
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

指
導
や
健
康
講
座
を
実
施
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
促
進
し

ま
す
。

ま
た
平
成
２６
年
度
開
催
の
長

崎
国
体
に
向
け
て
、
国
体
準
備

委
員
会
の
設
置
や
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
な
ど
、
国
体
機
運
の

醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ジ
ュ
ニ
ア
層
の
競
技
力
向
上
に

努
め
ま
す
。

◇
保
健
事
業

特
定
健
診
受
診
率
及
び
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
の
た

め
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
徹
底

し
た
追
跡
指
導
と
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
死
亡
率

が
高
い
が
ん
や
、
脳
卒
中
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が
急
増
し
て
い

る
現
状
を
ふ
ま
え
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
の
充

実
を
図
り
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

乳
幼
児
の
健
全
育
成
及
び
食
育

の
推
進
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
内
容
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

感
染
症
予
防
事
業
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
結
核
、

麻
し
ん
等
感
染
予
防
の
普
及
啓

発
及
び
周
知
を
図
り
、
特
に
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
」
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
対

応
に
努
め
ま
す
。

医
療
に
つ
い
て
は
、
江
島
・

平
島
に
お
け
る
歯
科
診
療
の
歯

科
ユ
ニ
ッ
ト
の
買
い
替
え
や
、

必
要
な
医
療
器
具
の
導
入
を
行

い
、
離
島
地
域
の
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
福
祉
政
策

「
西
海
市
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
第
２
子
以
降
の
保
育

園
、
幼
稚
園
児
の
保
育
料
の
無

料
化
や
、
延
長
保
育
、
休
日
保

育
、
一
時
保
育
、
病
後
児
保
育

な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

子
育
て
支
援
関
係
者
の
研
修
体

制
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
産
後
の
お
母
さ
ん
を

支
援
す
る
た
め
「
産
後
マ
マ
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
で
は
、
市
内
で

の
療
育
支
援
体
制
の
構
築
の
た

め
、「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
の
実
施
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
地
域
社
会
に
参
画
で

き
る
よ
う
、「
わ
い
わ
い
サ
ロ

ン
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

◇
介
護
保
険
事
業
等

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
機

能
向
上
の
た
め
の
介
護
予
防
事

業
等
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と

と
も
に
、「
脳
は
つ
ら
つ
教
室
」

を
は
じ
め
と
す
る
総
合
的
な
認

知
症
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
市
民
協
働
の

あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

た
め
、「
市
民
協
働
の
里
づ
く

り
委
員
会
」
に
お
い
て
、
基
本

方
針
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る

た
め
、「
さ
い
か
い
力
創
造
支

援
事
業
補
助
金
」
や
「
集
落
支

援
員
制
度
」
等
の
新
制
度
の
構

築
を
図
り
、
各
地
区
の
地
域
審

議
会
委
員
の
皆
様
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
主

体
的
な
活
動
を
支
援
い
た
し
ま

す
。

施政方針と主な事業

▲図書システム
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